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(57)【要約】
コンテンツアイテムを選択する方法は、人間（３）の前
身体的活動中に収集されたフィードバックに応じてコン
テンツアイテムの収集からコンテンツアイテムの副集合
を選択する段階（６）を有する。副集合はコンテンツア
イテムの収集より小さく、フィードバックは前身体的活
動に関する情報を有する。電子装置は、本発明の方法を
実行するように動作する電子回路を有する。本発明のソ
フトウェアは、プログラム可能装置が本発明の方法を実
行することを可能にする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子回路を有する電子装置であって、前記電子回路は、人間の前身体的活動中に収集さ
れたフィードバックに依存してコンテンツアイテムの収集からコンテンツアイテムの副集
合を選択するように動作し、前記副集合は、前記前身体的活動に関する情報を有する前記
フィードバック及び前記のコンテンツアイテムの収集より小さい、電子装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子装置であって、前記フィードバックは、前記前身体的活動中の前
記人間の身体的状態を有する、電子装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の電子装置であって、前記フィードバックは前記前身体的活動中の前記
人間のペースを有する、電子装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の電子装置であって、前記フィードバックは前記前身体的活動中の前記
人間の身体的状態に関連する、電子装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の電子装置であって、前記フィードバックは、前記のコンテンツアイテ
ムの副集合のどの一が身体的エクササイズの特定のタイプの間にスキップされたかを特定
する情報を有する、電子装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の電子装置であって、前記フィードバックは、前記人間の身体的状態へ
の前記のコンテンツアイテムの副集合の１つ又はそれ以上の影響を特定する情報を有する
、電子装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の電子装置であって、前記フィードバックは身体的エクササイズの特定
のタイプの長さを有する、電子装置。
【請求項８】
　コンテンツアイテムを選択する方法であって：
　人間の前身体的活動中に収集されたフィードバックに依存してコンテンツアイテムの収
集からコンテンツアイテムの副集合を選択する段階であって、前記副集合は、前記前身体
的活動に関する情報を有する前記フィードバック及び前記のコンテンツアイテムの収集よ
り小さい、段階；
を有する方法。
【請求項９】
　プログラム可能装置が請求項８に記載の方法を実行することを可能にするソフトウェア
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(3) JP 2008-530678 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

　本発明は、コンテンツアイテムを選択するための電子装置、音楽プレーヤ、又は、例え
ば、音楽メモリ又は音楽プレーヤに楽曲を送信するための装置に関する。
【０００２】
　本発明は更に、コンテンツアイテムを選択する方法に関する。
【０００３】
　本発明はまた、プログラム可能装置がコンテンツアイテムを選択する方法を実行するこ
とを可能にするソフトウェアに関する。
【背景技術】
【０００４】
　人間知覚信号を再生するための電子装置については、国際公開第２００４／０７２７６
７号パンフレットに記載されている。国際公開第２００４／０７２７６７号パンフレット
において、適合された音響信号のテンポが選択されたテンポから所定の許容し得る偏差の
範囲内に入るように、音響信号のテンポを適合させる音響再生装置について記載されてい
る。選択されたテンポは、人間の心拍、人間の歩調及び／又はユーザの特定のテンポに基
づくことが可能である。一片の音響は、ユーザにより手動で又は音響再生装置自体により
自動的に音響ソースから選択される。既知の音響再生装置の短所は、特に、ユーザが身体
的活動の前に音楽（プレーヤ）メモリに一片の音響を送信しなければならず且つそのメモ
リが比較的小さいサイズである場合、選択される一片の音響はしばしば、ユーザが実行し
ている身体的活動のためには適切でないことである。
【特許文献１】国際公開第２００４／０７２７６７号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の第１の目的は、冒頭の段落で説明している種類の電子装置であって、身体的活
動中に再生のためのコンテンツアイテムの良好な選択を提供する、電子装置を提供するこ
とである。
【０００６】
　本発明の第２の目的は、冒頭の段落で説明している種類の方法であって、身体的活動中
に再生のためのコンテンツアイテムの良好な選択を提供する、方法を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明にしたがった第１の目的は、電子装置が、人間の身体的活動中に収集されたフィ
ードバックに応じてコンテンツアイテムの収集からコンテンツアイテムの副集合を選択す
るように動作する電子回路を有し、その副集合は、前身体的活動に関する情報を有するフ
ィードバック及びコンテンツアイテムの収集より小さい。コンテンツ収集ステップにおい
て人間の前身体的活動に関する情報を有するフィードバックを用いることにより、コンテ
ンツアイテムの再生が人間の最も効果的なパフォーマンスをもたらすコンテンツアイテム
が選択されることができる点で実現される。コンテンツアイテムの再生が人間の最も効果
的なパフォーマンスをもたらすコンテンツアイテムの特徴は、フィードバックの一部であ
る又はフィードバックからもたらされることが可能である。ユーザが適切なコンテンツア
イテムを手動で選択することが可能である場合でさえ、このことはかなりの量の努力を必
要とする。本発明は、ユーザが身体的活動に先だって音楽（プレーヤ）のメモリにコンテ
ンツアイテムの副集合を転送する必要がある場合に、特に有利である。
【０００８】
　コンテンツアイテムは、例えば、音響、音声、光及び／又は触覚フィードバックを有す
ることが可能である。電子装置は、例えば、メモリ又は可搬型再生装置、可搬型再生装置
自体（例えば、携帯電話）若しくは固定再生装置（フィットネス装置に一体化することが
可能である）にコンテンツアイテムの副集合を転送するためのＰＣであることが可能であ
る。収集は、個人的収集又は公的収集（例えば、コンテンツプロバイダの収集）であるこ
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とが可能である。電子装置は、例えば、ヘルスクラブ、家庭又はアウトドアで用いられる
ことが可能である。コンテンツアイテムの副集合は、局所又は遠隔において（例えば、コ
ンテンツプロバイダ又はサービスプロバイダにおいて）記憶されることが可能である。
【０００９】
　フィードバックは、前身体的活動中の人間の身体的状態を有することが可能である。こ
のことは、人間が目的のペースを達成しなければならない場合に、特に有用であるが、コ
ンテンツアイテムは、人間の身体的状態（例えば、心拍数）と同期化される。身体的状態
は、例えば、人間の心拍数を有することが可能である。その物理的状態は、例えば、複数
のエクササイズ中の人間の身体的状態の平均、各々のエクササイズ中の人間の身体的状態
の平均、又は複数の時間期間の各々の間の人間の身体的状態の平均であることが可能であ
る。
【００１０】
　フィードバックは、前身体的活動中の人間のペースを有することが可能である。このこ
とは、人間が目的の身体的状態（例えば、心拍数）を達成しなければならない場合に、特
に有用であるが、コンテンツアイテムは、人間のペースと同期化される。ペースは、例え
ば、自転車に乗ることについての１分当たりの回転数又はジョギングについての１分当た
りの歩数を有することが可能である。ペースは、例えば、複数のエクササイズ中の人間の
ペースの平均、各々のエクササイズ中の人間のペースの平均、又は複数の時間期間の各々
の間の人間のペースの平均であることが可能である。
【００１１】
　フィードバックは、前身体的活動中の人間の身体的状態と関連するペースを有すること
が可能である。このことは、音響出力信号のテンポが人間のペース及び身体的状態の両方
に依存する場合に、特に有用である。人間の適応度、それ故、特定のペースを得ていると
きの人間の身体的状態は動的であり、それは、人間の最近の身体的活動量に、通常依存す
る。
【００１２】
　フィードバックは、コンテンツアイテムの副集合のどの一が身体的エクササイズの特定
のタイプの間にスキップされたかを特定する情報を有することが可能である。特定のコン
テンツアイテムは、身体的エクササイズのテンポ又はユーザの一般的な好みに基づいて身
体的エクササイズの特定のタイプについて適切であるようにみえることが可能であるが、
それは、身体的エクササイズの特定のタイプについて適切でない、及び、実際には、人間
のパフォーマンスを低下させることが結果的に分かる。この特定のコンテンツアイテムは
、この特定のタイプのエクササイズについては選択されるべきではなく、音楽（プレーヤ
）のメモリに恐らく転送されるべきでさえない。
【００１３】
　フィードバックは、人間の身体的状態へのコンテンツアイテムの副集合の１つ又はそれ
以上の影響を特定する情報を有することが可能である。一部のコンテンツアイテムは、人
間の身体的状態、即ち、パフォーマンスへの予期せぬ有利な効果を有することが可能であ
る。それらのコンテンツアイテムは、好適に選択される必要がある。
【００１４】
　フィードバックは、身体的エクササイズの特定のタイプの長さを有することが可能であ
る。エクササイズの特定のタイプは、このエクササイズについての目標は未だに達成され
ていないために延期される必要がある可能性がある、又は、人間はエクササイズの特定の
タイプを楽しむために任意に延期されることが可能である。エクササイズの正確な長さは
、ユーザが身体的活動に先だって音楽（プレーヤ）のメモリにコンテンツアイテムの副集
合を転送しなければならない及びメモリが比較的小さい容量である場合に、各々のエクサ
サイズについてコンテンツアイテムの適切な量を選択するための重要な情報である。
【００１５】
　本発明の第２の目的は、方法が、人間の前身体的活動中に収集されたフィードバックに
依存してコンテンツアイテムの収集からコンテンツアイテムの副集合を選択する段階を有
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し、副集合は、前身体的活動に関する情報を有するフィードバック及びコンテンツアイテ
ムの収集より小さい。
【００１６】
　本発明の電子装置及び方法の上記の特徴及び他の特徴については、以下、図を参照しな
がら詳述する。
【００１７】
　図においては、同じ参照番号が、同じ要素について一貫して用いられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　音楽を用いることは、スポーツの運動、特に、個人的な、反復の及び忍耐力を要するス
ポーツにとって魅力がある。運動前及び運動中に音楽を聴くことは、解離、動機付け及び
改善している環状状態により出力される作用を増大すると考えられ、そして改善された制
御及び運動制御を理解するスキルを与えると考えられる。それ故、特に、運動が単調で、
反復的でそして退屈なときに、音楽は、運動に遅れずについていくための優れたガイドで
あることが可能である。音楽を聴きながら走っているランナーは、毎日、通りにいつでも
みられる。
【００１９】
　多くのレクリエーションで運動をしているひと及び忍耐力を要するアスリート／スポー
ツマンは、彼等の健康及びスポーツ実績のために個人的なトレーニングプログラムを使う
。そのようなトレーニングプログラムは、行う必要がある一連の運動並びに各々の個人の
運動の持続時間及び強度を、基本的に規定する。そのようなトレーニングプログラムは、
ピークのパフォーマンスか又は怪我の回復のどちらかの方に向かって作用するように、全
計画に適応し、時間経過につれて適合される。
【００２０】
　本発明の方法は、スポーツトレーニングプログラム、音楽選択及び音楽再生の統合を実
現するスポーツエクササイズのための個人的音楽システムで好適に用いられる。その方法
は、スポーツエクササイズをより楽しいものにし、トレーニングプログラムにおいてセッ
トとして意図された目的にユーザを向けることを支援する必要がある。要するに、うまく
いく前に、そのシステムは、トレーニングプログラムにおいて運動に適する予め選択され
た好みの音楽によりユーザを支援する。うまくいっているときには、楽曲が再生のために
選択され、そして音楽再生の特徴、特に、音楽のテンポが、心拍及び動きの頻度において
現される現時点のユーザの能力を示すか又はガイドするように適合される。うまくいった
後には、能力及び再生データが、目視検査、トレーニングプログラム適合化及び学習によ
る将来の音楽選択の改善のために収集される。
【００２１】
　多くの個人的な忍耐力を要するスポーツの練習は、それらの運動が、即座の報いが与え
られることなく、単調、退屈、苦痛、消耗及び疲労の感情をもたらすときでさえ、持続す
るための動機付けを必要とする。スポーツ及びエクササイズ心理学の分野においては、エ
クササイザは、スポーツの運動の身体的強さ及び必要な耐久力のための身体的負荷に対処
するように、多様な関連／内部及び解離／外部ストラテジを採用することが前提となって
いる。身体的負荷を低く抑えて、エクササイザは、筋肉、関節、心血管及び肺系から由来
する内部感覚から注意を任意にそらす（即ち、‘解離する’）ことができる。用いられる
解離ストラテジは、イメージ形成、ポジティブな気分の高揚、仕事、経歴又は社会的関係
について考えること、自らを有効に働かせる能力、自発性及び自信を得ること、若しくは
暗算のように問題を解くことである。明らかに、最大予備心拍数（ＭＨＲＲ）の約７０％
において、エクササイザは、外部の手掛かりから身体的不快感の内部感覚に戻るように彼
等の注意を切り替え始めるように強いられている。極端な消耗又は疲労の感覚が支配する
身体的負荷のレベル（例えば、９０％のＶＯ２ＭＡＸ）においては、エクササイザはもは
や、もたらされている苦痛の感覚から彼等を“解離する”ことはできない。それに代えて
、エクササイザは、運動を持続するように苦痛と直接‘戦う’必要があり、その運動に対
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して、高レベルの動機付け及び努力の許容範囲を必要とする。
【００２２】
　ソロの忍耐力を要するスポーツと音楽の再生との相互間の幸せな結婚については、既に
消費者製品がもたらされている。電子製品の会社であるＰｈｉｌｉｐｓ社とスポーツウェ
アのメーカーであるＮｉｋｅ社との業務提携は、ＭＰ３Ｒｕｎ（ＰＳＡ２６０）と呼ばれ
る組み合わされた装置を生み出し、その装置は可搬型音楽プレーヤ、能力／トレーニング
ディスプレイ及びロギングシステムとしての役割を果たす。そのプレーヤは、約４乃至８
時間のＭＰ３又はＷＭＡ符号化音楽を再生するための２５６ＭＢフラッシュメモリ装置で
あり、ＦＭラジオを有する。音楽はダウンロードすることにより更新されることが可能で
ある。そのプレーヤは、パフォーマンスロギングについて、表示及びオンデマンドの音響
フィードバックのための装置に測度及び距離データを（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈを用いて）無
線で送信する歩数計が付いている。パフォーマンスデータは、検査のためにパソコンに対
して更新されることが可能である。しかしながら、音楽再生又は更新は、そのパフォーマ
ンスに結合されない。
【００２３】
　トレーニングプログラムは、単一のトレーニングにおいてスケジューリングされている
一連の運動を定めている。エクササイズの規定は次のようなものを含むことが可能である
（図１を参照されたい）。
【００２４】
　スポーツ中の活動をいうエクササイズの種類には、ランニング、サイクリング、ローイ
ング、エアロビクス及びフィットネスのようなものがある。
エクササイズの持続時間は、所定の強度レベルにおいてエクササイズが行われる可能性が
ある時間期間を指定する。
エクササイズの強さは、エクササイズの活動レベルがどれ位のレベルで実行される必要が
あるかを指定する。例えば、改善された忍耐力及び最適な心血管トレーニングについての
エアロビックにおける心拍領域はＭＨＲＲの７０乃至８０％である。
エクササイズの厳しさは、持続時間及び強度の点で、エクササイズがどれくらい厳しく又
はどれ位緩やかに実行されるかを示す。
【００２５】
　特定のエクササイズの種類については、パラメータは無関係である又は予測されること
はできない。例えば、ウオームアップ又はストレッチエクササイズ中の心拍数は関連性が
低く、恐らく、安定している。心拍数が安定するまでに活動から回復するためにどれ位の
時間を要するかについては、予め理解されていない。
【００２６】
　トレーニングプログラムはまた、トレーニングプログラムを行うことに代えて、‘公園
の中を緩やかに走ることを好むひとのために、１時間走ることのような単一のエクササイ
ズを有することが可能であることに留意する必要がある。典型的には、そのトレーニング
プログラムは、例えば、スポーツイベントにおけるピークパフォーマンスに向けての努力
、忍耐力の延長、強さ及びパワーの増強、体重を減らすこと、より健康になること、健康
を維持すること又は身体的にリハビリを行うことのような適切に規定された長期の目的を
達成するための全体の個人的なコーチング計画の一部である。その計画は、レーニングプ
ログラムと共に、スポーツ生理学者、コーチ、トレーナー、スポーツ及び健康についての
コンサルタント会社により、又は人々自身により作成され、今日のコンピュータ技術によ
り支援されることが可能である。
【００２７】
　図２に示す本発明の実施形態においては、好みの音楽を用いることによりトレーニング
プログラムにおけるセットとして意図されている目的の方にユーザが進んでいくように支
援することが４つの段階で行われる。その４つの段階は、インストール段階（図示せず）
、準備段階１、エクササイズ段階２、フィードバック段階４である。インストール段階、
準備段階１及びフィードバック段階４はオフラインである。換言すれば、それらの段階に
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含まれるタスクは、運動の前又は後にパソコンを用いて自分の家で実行される。それとは
対照的に、エクササイズ段階２はオンラインである一方、ユーザは運動をしている。
【００２８】
　インストール段階
　そのシステムの一回目の使用においては、そのシステムを個人的なものにするようにイ
ンストール段階（図示せず）を必要とする。対話により、システムは、関連個人データ（
例えば、名前、性別、年齢）、運動及び生理的データ（例えば、体重、体脂肪率、安静時
の心拍数、最大又はピークの心拍数、歩行頻度、歩幅）及びスポーツ経験（即ち、初心者
、中級者、上級者）についてユーザに要求する。更に、エクササイズの定義が、音楽の好
き嫌いと共に、変えられる又は付加されることが可能である。複数のユーザがそのシステ
ムを用いることが可能であるが、彼等全てが個人プロファイルを持っている。ユーザは、
彼等のデータをリセットするようにこのインストール段階に常に戻ることができる。
【００２９】
　準備段階
　準備段階１は、オフラインのトレーニングプログラムの作成及び音楽の予めの選択に関
与する。既存のトレーニングプログラムが、用いるため、適合させるために利用可能であ
り、又は最初から作成されることが可能である。続いて、好みの音楽が、トレーニングプ
ログラムを適合させる大きい音楽の収集から選択される。実際のトレーニングが始まる前
の音楽の予めの選択は、簡単なスポーツ及び音楽経験を確実にする。更に、今日の可搬型
のフラッシュに基づくプレーヤにおける記憶の限界に対応する。異なるトレーニングエク
ササイズは、動き、ペース、強さ及び持続時間において全く異なる特徴を有する。例えば
、ウオーミングアップは、エクササイズの激しさ又はユーザの能力を考慮していないため
に、中間のトレーニングエクササイズとは異なる。その代わり、ウオーミングアップは、
エクササイザの完全な集中力を要求する。それらの異なるエクササイズの特徴は好みの音
楽の異なる選択を要求する。音楽及びトレーニングプログラムの両方が、持って行けるよ
うに可搬型プレーヤにダウンロードされる。次のような要求が、システムの音楽の予めの
選択のストラテジに対してデザインされる。
楽曲、音楽ジャンル、アーティストの好き嫌いに関する個人の音楽の好み及びトレーニン
グプログラムにおけるエクササイズに関連する好みについて考慮される。
全体としてのトレーニングプログラムの及び個人のエクササイズの持続時間に比例する音
楽の量が選択される。
音楽が、エクササイズの強さに基づいて選択される。特に、エクササイズの強さは音楽の
テンポ特性に変換される。
ユーザのパフォーマンスの指標が、将来の予めの選択においてどの楽曲が含まれる又は排
除される必要があるかを学習するために用いられる。
【００３０】
　準備段階１は、人間３の前身体的活動中に収集されたフィードバックに依存してコンテ
ンツアイテムの収集からコンテンツアイテムの副集合を選択するステップ６を有し、これ
については図２を参照されたいが、副集合は、前身体的活動に関する情報を有するフィオ
ードバック及びコンテンツアイテムの収集より小さい。図２に示す実施形態においては、
フィードバックはフィードバック段階４に進められる。代替の実施形態においては、ステ
ップ６が、サーバにおいて実行されるエクササイズ段階の一部として実行されることが可
能である。（例えば、既知の）コンテンス再生装置は、身体的活動中にサーバに接続され
ることが可能である。代替の実施形態においては、オフライン段階は必要ない。
【００３１】
　音楽の予めの選択の過程を形式化するように、Ｋ個の属性値の有限ベクトルｓ＝（ν１

，．．．，νＫ）として楽曲が規定される。それらの属性は、カタログデータのタグ、又
は、一意の識別、タイトル情報、アーティストの名前、ジャンル、持続時間、音楽のテン
ポ及び時刻署名のような音楽固有の特徴を反映している。それらのタグの値は、第三者か
らのオンラインサービス又は音楽信号処理アルゴリズムにより容易に供給されることが可



(8) JP 2008-530678 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

能である。各々のｋ番目の属性についての全ての有効な値が、Ｄｋで現される属性ドメイ
ンにおいて収集される。
【００３２】
　ｍ個の楽曲の有限の集合Ｍ＝（ｓ１，．．．，ｓｍ）はユーザの音楽収集を表す。音楽
の予めの選択は、ｎ個の楽曲の（無秩序な）集合ｐ＝（ｐ１，．．．，ｐＫ）として規定
される再生の集合を生成することにより達成され、ここで、ｉ＝１，．．．，ｎについて
、ｐｉ∈Ｍである。再生の集合におけるｉ番目の楽曲のｋ番目の属性の値を規定するよう
にｐｉｋが用いられる。表記法の便宜のために、再生の集合のサイズｎは既知であるとみ
なされる。実際には、再生の集合のサイズは可変にされる。
【００３３】
　各々の個別のエクササイズについては、制約の集合Ｃが、ユーザか又は、再生の集合が
生成されることが可能であるシステムのどちらかにより規定される。更に、例えば、異な
る楽曲がエクササイズのために選択されること及び全ての音楽が可搬型プレーヤに適合す
ることを確実にするように、全体としてトレーニングプログラムについて適用できる制約
が規定される。全ての再生の集合は、エクササイズの段階で用いられる予め選択された音
楽の収集に結合される。制約は、どの楽曲が再生の集合にある必要があるか及びどの楽曲
があってはならないかの宣言項に表現されている制限である。制約は、エクササイズにお
ける運動に適する音楽属性における制限又はユーザの音楽の好みを反映することが可能で
ある。再生の集合は、その制約により規定される制限と適合する場合、制約を満足すると
言われる。そうでない場合、制約に反すると言われる。
【００３４】
　特定のエクササイズを行っているときに、ユーザが特定の属性を有する音楽（例えば。
アーティスト又はジャンル）を好まない場合、彼女は、ユーザインターフェースを介して
このことについてシステムに知らせることにより、この音楽の種類の選択を回避すること
ができる。システムは、この場合、排除される制約を例示として示されている。正式には
、排除される制約は４つのタプル（ｐ，ｎ，ｋ，Ｖ）により与えられ、ここで
ｐは再生の集合であり、
ｎはｐのサイズであり、
ｋは属性の数であり、ここで、１≦ｋ≦Ｋであり、
Ｖは、全ての１≦ｉ≦ｎについて
【００３５】
【数２】

を適用できる必要があることを示す属性値の集合
【００３６】
【数１】

である。
【００３７】
　他方、ユーザが、特定の属性を有する音楽を好む場合、システムは、再生の集合におけ
る特定の属性値の出現数を制限する及び要求する計数制約を例示として行う。正式には、
計数制約は６つのタプル（ｐ，ｎ，ｋ，Ｖ，ａ，ｂ）により与えられ、ここで
ｐは再生の集合であり、
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ｎはｐのサイズであり、
ｋは属性の数であり、ここで、１≦ｋ≦Ｋであり、
Ｖは属性値の集合であり、ここで
【００３８】
【数３】

であり、
ａ及びｂはそれぞれ、ａ≦｜｛１≦ｉ≦ｎ｜ｐｉｋ∈Ｖ｝｜≦ｂを適用できる必要がある
ことを示す、下限及び上限である。
【００３９】
　エクササイズが制限された持続時間を有する場合、類似する全持続時間を有する楽曲の
集合が選択される必要があり、そのためには、持続時間の制約を用いることができる。正
式には、持続時間の制約は５つのタプル（ｐ，ｎ，ｋ，ａ，ｂ）により与えられ、ここで
、
ｐは再生の集合であり、
ｎはｐのサイズであり、
ｋは属性の数であり、ここで、１≦ｋ≦Ｋであり、
ａ及びｂはそれぞれ、
【００４０】

【数４】

を適用できる必要があることを示す、下限及び上限である。
【００４１】
　エクササイズの強さ及び厳しさにより、そのエクササイズは、含まれる必要がある音楽
のテンポの範囲における再生集合の生成を制限する。動きの頻度が音楽と同期化される（
又はその逆）ことを前提とする場合、音楽のテンポの特定の範囲を有する音楽のみが必要
であり、そのためには、範囲の制約が有効である。エクササイズに関連付けられる音楽の
テンポの適切な制限は、各々の特定のユーザについて学習される必要がある。正式には、
その範囲の制約は５つのタプル（ｐ，ｎ，ｋ，ｖ，ｗ）により与えられ、ここで、
ｐは再生の集合であり、
ｎはｐのサイズであり、
ｋは属性の数であり、ここで、１≦ｋ≦Ｋであり、
ｖ及びｗはそれぞれ、全ての１≦ｉ≦ｎについて、ｖ，ｗ∈Ｄｋがｖ≦ｐｉｋ≦ｗを適用
できる必要があることを示す、下限及び上限である。同様に、楽曲は、まるでｋ番目の属
性についての値が統計的分布（例えば、正規分布）から導き出されるかのように、再生集
合について生成されることができる。
【００４２】
　楽曲の順序を制限する制約は、再生集合は無秩序の集合であるとみなされるために、モ
デル化されないことに留意する必要がある。
１）局所探索の実施：制約の集合を満足することは、ＮＰの困難な組み合わせの問題であ
る。このように、何れの所定の制約の集合に適合する再生集合を演算することができる多
項アルゴリズムが存在することはありそうもない。それ故、正確な解を得るように努力す
ることに代えて、局所探索を用いることにより、近似解が演算される。この局所探索の方
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法においては、各々の再生集合の制約は、正規化された部分的に賢明な一次ペナルティ関
数に変換される。各々のペナルティ関数は、制約が適合される場合に０であるように、そ
の制約が適合されない場合に０より大きいように、及びその制約の侵害の量につれて増加
するように定義される。例として、持続時間の制約についてのペナルティ関数は、次式の
ように定義され、
【００４３】
【数５】

ここで、
【００４４】
【数６】

及びδ＝ｍａｘ（ａ－ｎ・ｍｉｎＤｋ，ｎ・ｍａｘＤｋ－ｂ）である。全てのｋ番目の属
性値の和（例えば、全持続時間）が範囲［ａ，ｂ］内にある場合、ペナルティは０である
。そうでない場合、そのペナルティは、その和と最近接の下限又は上限との間の正規化さ
れた差分である。
【００４５】
　全ペナルティは、含まれる全てのペナルティ関数の重み付け凸結合と定義される。重み
は、制約が適合されていない場合にそれがどれ程重度であるかを示す。一部の制約は非常
に困難であり、他の制約は、部分的に侵害される可能性がある望みを示す。好みのアーテ
ィストの極めて少ない楽曲を選択することは、エクササイズにおいて適合することができ
る音楽を選択することに比べて難しい。
【００４６】
　全ペナルティを最小化する再生集合を求めるように、局所探索は、全部の解及び再生集
合を考慮する。そのことは、各々の繰り返しにおいてランダムの小さい変化を適用するこ
とにより解から解に進められる。与えられる変化の種類には、（ｉ）楽曲を追加すること
、（ｉｉ）楽曲を削除すること、及び（ｉｉｉ）楽曲を新しい楽曲と置き換えることがあ
る。楽曲の順序を変えることは、一連の順序に関する制約がここで扱われないとき、関連
性は低い。新しく作成された音楽の選択がオリジナルの選択より適切である場合、その新
しい選択は許容され、局所探索の次の反復に入ることができる。その新しい解がより悪い
場合、その解は特定の確率で許容されることが可能であり、その特定の確率は、悪化の度
合いと共に減少するがまた、そのアルゴリズムの過程において減少する。換言すれば、探
索過程は、局所的な最小値においてトラップされるようになることを回避するように、シ
ミュレートされたアニーリングとして知られている‘クーリングダウン’である。シミュ
レートされたアニーリングは、温度制御のために所定のクーリングスケジュールを必要と
し、標準的な直線的なクーリングスケジュールが用いられる。
【００４７】
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　上記の方法に対する小さい修正は、全ての制約をペナルティ関数に変換しないが、前処
理（即ち、制約伝播原理）により少数の容易な制約を扱う。例えば、ユーザが全ての楽曲
がロックの楽曲であるように望む場合、音楽の収集からロックの音楽のみを用い、他の全
ての楽曲は除外することにより、そのことを容易に達成することができる。
【００４８】
　エクササイズ段階２
　エクササイズ段階２は、ユーザがエクササイズをしているときに、予め選択された音楽
が再生されるオンライン段階であり、これについては図２を参照されたい。トレーニング
プログラムにおけるエクササイズは、どの音楽が再生されるかに影響する。システム（こ
こでは、可搬型プレーヤ）は、心拍数センサとの無線接続を用いる心拍数及び歩数計との
無線接続を用いるランニング速度のようなユーザのパフォーマンスのデータをモニタする
及び記録する。必要な動機付けのモードに応じて、音楽の再生は、現時点のユーザのパフ
ォーマンス又は現時点のトレーニング目標に適合される。標準的な直線的な再生に加えて
、次の音楽再生アドバンスモードが実現される。
【００４９】
　一定テンポ：音楽は、改善された忍耐力のための音楽によりエクササイザの歩調と同期
化するようにそのエクササイザを動機付けするように一定のテンポで再生される。その目
的は、ある距離に亘って彼女の努力を一様に分配するように、及び僅かに高い強さの努力
により回復損失を低減するように、そのエクササイズを支援することである。
【００５０】
　ペース適合：音楽のテンポは、調子を合わせることに集中する必要を伴うことなく、変
わるストライドの頻度でのランニングを支援するようにエクササイザの現時点のストライ
ドの頻度に継続して適合される。
【００５１】
　ペース影響：音楽のテンポは、音楽とエクササイザの歩調を同期化することにより同じ
様式で速度を上げる／速度を下げるようにそのエクササイザを動機付けするように、速度
を上げる／速度を下げる。この場合、その目的は、トレーニングプログラムにおいて規定
されているようなパフォーマンスレベルに到達することである。
【００５２】
　再生の異なるモードは、動き（例えば、ランニング、サイクリング、インターバル、ジ
ョギング）、ペース、強さ及び持続時間のタイプにおいて変わることが可能であるエクサ
サイズの異なる方法に関係する。エクササイズをしているときに、ユーザのパフォーマン
スが測定されることが前提となっている。ユーザのパフォーマンスは、歩数計を用いるス
テップ回数におけるランニングペースとして、走行計を用いる回転回数におけるサイクリ
ングペースとして、又は心臓計を用いる１分当たりの鼓動における心拍数として表される
ことが可能である。ランニングについては、ステップ回数がパフォーマンスの単位として
取られることが可能である。サイクリングについては、サイクリング回数がパフォーマン
スの単位として取られることが可能である。心拍については、１つの鼓動がパフォーマン
スの単位として取られることが可能である。パフォーマンスの異なる単位は、異なるスポ
ーツについて規定されることが可能である。音楽再生の特徴（例えば、テンポ、音の大き
さ、音源位置、等化）は、その場合、現時点のユーザのパフォーマンス及び現時点で選択
された再生モードに基づいて適合される。例えば、音楽再生のテンポは、必要に応じて、
音楽変換技術（例えば、時間伸長）により制御されることが可能である。再生モードが楽
曲に亘って拡大され、そのことは、新しい楽曲が、その再生モード及び現時点のユーザの
パフォーマンスに基づいて選択されることを意味する。
【００５３】
　明らかに、ユーザは再生において制御することができ、楽曲及びエクササイズは、プレ
ーヤにおいてインタラクティブな制御を用いてスキップされる又は延長されることが可能
である。最終的に、現時点のエクササイズの持続時間及び強さは、次のエクササイズに進
むようにユーザに合図するためにモニタリングされる。楽曲の選択は、現時点のユーザの
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パフォーマンス、現時点のエクササイズの目標、音楽再生モード及び既に再生された楽曲
の履歴に基づいている。
【００５４】
　音楽再生の異なるモードは、異なる制御及び音楽選択ストラテジを必要とする。標準的
な直線的な再生は更なる精巧さを必要としない。そのシステムは、可搬型音楽プレーヤと
、心拍モニタ（典型的には、無線送信器を有する胸ベルトとプレーヤに接続される受信器
とを有する）と、ストライド回数モニタ（プレーヤに接続される歩数計を用いる）とを備
えている。用いられる胸ベルトは、鼓動毎にパルスを送信する。そのシステムは、現時点
の心拍のような入来するパルスインターバルの５ポイント移動平均を用いる。ストライド
回数については、５ポイント移動平均がまた、用いられる。
【００５５】
　Ａ）一定テンポ：一定テンポによる音楽再生は、楽曲のオリジナルのテンポが所望のテ
ンポと適合しない場合、時間伸長により所定の楽曲のテンポを変える。要するに、時間伸
長は、スケーリングファクターにしたがったピッチ変更を伴わない音響データの短縮又は
延長である。明らかに、これは、オンライン伸長及び再生のためにリアルタイムより速く
起こる必要があり、同期重複及び加算（ＳＯＬＡ）に基づく標準時間領域技術が用いられ
る。スケーリングファクターは、楽曲の所望のテンポとオリジナルのテンポと比を表す。
時間伸長は、過度に広く（例えば、１２５％以上に）変えられた音楽は不適当に聞こえる
ために、極端なスケールファクターについては難なく行われることはない。それ故、再生
のための（次の）楽曲は、オリジナルのテンポが所望のテンポに最も近くなり、そして最
近再生されなかった楽曲として規定される。必要に応じて、１人のアーティストによる楽
曲は連続して再生されない。
【００５６】
　Ｂ）ペース適合化：エクササイザは、彼等エクササイザの動きと同期化される音楽によ
り同期化される。ペース適合化はユーザのストライド回数に音楽を同期化する。ストライ
ド回数又はペースは、１分間のユーザの足の地面への着地の数であり、１分当たりのステ
ップ（ｓｐｍ）で表される。音楽のテンポは、１分当たりの拍（ｂｐｍ）で表され、その
拍において、４／４拍子における１つの音楽単位は４拍を有する。音楽のテンポをストラ
イド回数に適合させるように、音楽は、時間伸長を用いることにより、より速く又は遅く
演奏される必要がある。時間伸長に有されるスケーリングファクターについての典型的な
最大値は－１５％乃至＋２５％である。１００ｂｐｍのテンポを有する楽曲については、
これは、伸長範囲［８５，１２５］が結果的にもたらされる。
【００５７】
　ストライド回数が１５０ｓｐｍであるときに７５ｂｐｍのテンポにある音楽の再生はま
た、足の着地の瞬間が尚も、音楽の拍と一致するために、適合するとみなされる。音楽の
テンポとユーザのストライドとの動きが同期していることが前提となっていることに留意
されたい。一般に、ストライド回数の乗算又は整数除算は、音楽のテンポとの適合化と考
えられる。
【００５８】
　例えば、現時点の楽曲のテンポが１００ｂｐｍ（楽曲の伸長範囲［８５，１２５］を意
味する）であり、ストライド回数が２１０ｓｐｍである場合、そのシステムは１０５ｂｐ
ｍに音楽の再生テンポを変える。ストライド回数が１３０ｓｐｍである場合、楽曲の伸長
範囲内の有効な適合を求めることはできない。この場合、音楽再生テンポは、楽曲の時間
伸長によりそのストライド回数に最も近い伸長境界まで変えられる。その場合、現時点の
楽曲が十分に長く再生された条件下（例えば、３０秒、時間経過につれて変わる反復楽曲
を短縮するため）で、新しい楽曲が選択される。新しい楽曲は、突然のテンポの変化を伴
わない変化を可能にするように、現時点のストライド回数及び現時点の再生テンポを有す
る伸長範囲を有するように要求される。
【００５９】
　再生テンポの変化はスムーズに行われる。テンポにおける変化が瞬時に行われるとき、
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音楽再生における一時的な遅れ（ｈｉｃｋ－ｕｐ）は明らかである。他方、変化が長時間
を要するとき、システム応答は遅過ぎて、ユーザのストライド回数に適切に適合しない。
ペース適合化モードにおけるシステム応答時間を特定するパラメータはＴｍであり、その
Ｔｍは、楽曲の伸長範囲により規定される再生テンポにおける最大変化が要する必要があ
る時間を特定する。一次関数は、所定の再生テンポから新しい再生テンポに変えるように
実際の時間を演算するように用いられる。ｔｍにより表されるこの関数は、２つの点、即
ち、ｔｍ（０）＝０及びｔｍ（Δｍａｘ）＝Ｔｍを用いて与えられ、ここで、Δｍａｘは
再生テンポにおける最大変化を表す。一次の関係が前提となっているが、将来の拡張とし
て、平方根の関係が、大きい変化ではなく、比較的速く小さい変化を伝播するように用い
られることができる。
【００６０】
　前提のＴｍ＝１０００ｍｓｅｃを有する上記の例を考慮するとき、１００ｂｐｍから１
０５ｂｐｍへの変化は、ｔｍ（Δ１００→１０５）＝Ｐ｜１００－１０５｜／｜８０－１
２５｜＝１２５ｍｓｅｃを取る。
【００６１】
　Ｃ）ペース影響：特定の心拍数範囲内の心拍数に達して、それを維持するようにエクサ
サイザを動機付けするように、そのシステムの方法は次の４つの段階を用いる。
１）エクササイザ間の関係を確実にするようにユーザのストライド回数と音楽再生テンポ
を適合させる。
２）心拍数の目標と、それから、ストライド回数及び音楽再生テンポの副目標とを決定す
る。
３）現時点の再生テンポから決定された副目標により要求される再生テンポに音楽再生テ
ンポにおける変化を伝播する。
４）心拍の安定化を待つ。
【００６２】
　上記段階は、エクササイズの目標が達成されるまで、連続ループにおいて繰り返される
。
【００６３】
　段階１においてストライド回数に音楽再生テンポを適合させることにより、段階３にお
ける再生テンポの変化がユーザのストライド回数への同期化の影響を有することが前提と
なっている。換言すれば、エクササイザは、音楽再生テンポにおける後の変化に合わせて
そのエクササイザの動きを自動的に維持する。再生テンポ及びストライド回数の適合化は
、上記のペース適合化モードを用いることにより行われる。ストライド回数が適合される
とすぐに、そのシステムは次の段階に進む。
【００６４】
　第２段階においては、ユーザの現時点の心拍数は、現時点のエクササイズの心拍数の目
標と比較され、その差の割合が決定される。必要なストライド回数の予測が、現時点のス
トライド回数に対してその心拍数の差分割合を適用することにより行われる。スポーツ生
理学から、心拍数はエクササイズの激しさと直線的に変化することが知られている。換言
すれば、心拍数における１０％の増加はストライド回数における１０％の増加を意味する
。所望のストライド回数は、その場合、所望の音楽再生テンポに変換され、所望の再生テ
ンポは、所望のストライド回数の乗算又は整数除算であることが可能である。
【００６５】
　ペース適合化モードにおけるように、現時点の楽曲が、音楽再生テンポにおける変化に
適応するように更に伸長されることができないとき、そのシステムは、有効な最近接の値
に（即ち、最大又は最小の楽曲伸長境界）再生テンポを変化させる。続いて、そのシステ
ムは、到達された及び所望の音楽再生テンポを有する伸長範囲を有する新しい楽曲を選択
する。
【００６６】
　そのシステムは、心拍測定の履歴を保存する。その履歴から、そのシステムは、次の３
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０秒間に心拍数（それ故、所望の再生テンポ）が向上するかを予測することができる。こ
の予測は、楽曲の変化が再生について必要である場合、どの楽曲が次に選択されるのが最
適であるかに関する有用な情報を与える。そのシステムは、必要とされる楽曲の変化の数
を効果的に最小化する。
【００６７】
　音楽再生テンポにおける変化は、再生テンポにおける突然の変化は、ユーザがその変化
に追従できないようにするため、又は、取り合わない又は疲労のために、すぐは実行され
ない。それに代えて、そのシステムは伝播時間を考慮する。ペース適合モードにおけるよ
うに、一次関数が所定の再生テンポから新しい再生テンポに変化するように実際の時間を
演算するように用いられる。ｔｉにより表されるこの関数は、２つの点、即ち、ｔｉ（０
）＝０及びｔｉ（Δｍａｘ）＝Ｔｉを用いて与えられ、ここで、Δｍａｘは再生テンポに
おける最大変化を表す。
【００６８】
　最終的に、その変化が伝播されたとき、そのシステムは、ユーザの心拍数が付加的に変
化する前に安定することを待つ。テストしているときの経験から、ユーザの心血管系は、
付加努力に適合するようにある時間を必要とする。各々の変化の後の固定された待機時間
を特定するのではなく、そのシステムは、小さい微分値を有する、連続する心拍数におけ
る差分を減少させる傾向を求める。更に、より集中して良い結果を出すようにユーザを促
すように、音楽は、より大きいボリュームで再生され、より低い周波数が強調され、及び
／又は、まるで音楽がリスナの前にあるかのように再生されることが可能である。現時点
のユーザのパフォーマンスより僅かに高いレベルのパフォーマンスに対応するテンポを有
する楽曲が選択されることができる。更に、それ程集中することなく良い結果を出すよう
にユーザを促すように、音楽は、より穏やかに再生され、より低い周波数は弱められ、及
び／又は、まるで音楽がリスナの後にあるかのように再生されることが可能である。新し
い楽曲は、現時点のユーザのパフォーマンスより僅かに低いレベルのパフォーマンスに対
応するテンポを有する楽曲が選択されることができる。
【００６９】
　フィードバック段階４
　フィードバック段階４は、オフラインのパフォーマンス記憶及びフィードバックに接続
されている。パフォーマンスデータ、実際に実行されるトレーニングプログラム及び実際
に再生される楽曲のリストは、ユーザの検査及びシステム学習目的のために記憶される。
パフォーマンスデータは、検査、自己評価、動機付けのために、及び現時点のトレーニン
グ方法への適合について報告するためにグラフィック表示されることが可能である。その
システムは、どのタイプのエクササイズに対してどの音楽が最も適するかを学習するため
のデータを取得する。
【００７０】
　トレーニングプログラムに適合する音楽発見
　特定のエクササイズで用いる音楽のデータベースにおける楽曲の適合度を決定する最も
重要な特徴はその楽曲のテンポである。他の特徴には、例えば、打楽器性（楽曲における
拍の量）、拍子、基調、レコーディングで用いられた楽器等がある。記憶スペースの量は
しばしば、制限されるため、‘１つのトレーニングプログラムの間に同じ楽曲を２回再生
しない’又は‘同じアーティストによる楽曲を連続して再生しない’ようにユーザの好み
を考慮して、適切な楽曲が常に見つかるように、適切な音楽が可搬型装置にあることを確
実にする方法が求められる必要がある。このことは、エクササイズ毎にテンポ確率グラフ
を生成し、次いで、全体のトレーニングプログラムについての全体的なテンポ確率グラフ
に対してそれらのグラフを結合させることにより達成される。
【００７１】
　本発明の方法の実施形態においては、エクササイズの心拍数範囲に適合するペースが、
トレーニングプログラムに適合する音楽を見つけるように決定される。残念ながら、この
関係は簡単な関係ではない。特定のペースでのランニングによりもたらされる心拍数は、
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特に、耐久力（ランニングは既にどれ位長く行われているか）、疲労、ランナーの適応度
、天候状態及び１日の中の時間のような因子のために、ユーザ毎で及び時間経過に伴って
変わる。しかしながら、特定の平均テンポを仮定することが可能であり、次の表における
ように得られる。
【００７２】
【表１】

　エクササイズについての平均のテンポを決定するための他の重要な特徴は、トレーニン
グプログラムにおけるエクササイズの位置である。例えば、エクササイズを開始したとき
に１１０の心拍数に達する必要があるペースは９０であることが可能である一方、３０分
後には、８０のペースが、この心拍数に達するには十分である。それ故、ユーザの疲労曲
線は性別及び年齢に基づいて仮定されることが可能であり、その疲労曲線において、特定
の心拍数レベルに達する必要があるペースに関する時間の影響が記録されている。それら
の粗い表及び疲労曲線は、性別及び年齢群によるユーザの分類に基づいている。この情報
は、ユーザにより容易に入力されることが可能であり、システムの較正について多くの時
間を必要としない。
【００７３】
　トレーニングプログラムにおけるエクササイズの各々のペースについて所定値を定める
と、次のようなガウス分布をそれらの平均のペースから仮定することができ、典型的な心
拍数領域を伴うエクササイズにおける特定のテンポの可能性を評価することができる。
【００７４】

【数７】

　この簡単なガウス関数における平均値μはエクササイズについて評価された平均値であ
り、ここでは、標準偏差として、σは得られるグラフの幅を表す。標準偏差は、前のエク
ササイズの評価されたテンポ（このテンポは、現時点のエクササイズが開始されるテンポ
である可能性があるため）及び次のエクササイズのテンポ（同様の理由による）を考慮し
て決定されることが可能である。上記の全ては、ユーザのクラス（年齢及び性別の群）の
パフォーマンスに関する統計的情報を考慮する。また、トレーニングプログラムからの情
報を用いることができる。しかしながら、エクササイズの間、ユーザのパフォーマンスに
関するデータが記録され、このデータは、エクササイズの後のフィードバック段階で収集
される。このデータは、その分布がより個人的にされるように用いられることができる。
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【００７５】
　先ず、平均偏差が特定のタイプのエクササイズについて決定され、この平均偏差は、こ
のクラスのエクササイズについて良好な標準偏差σを求めるように既に有効である統計的
情報と共に用いられる。また、その関数における平均のテンポμは、ユーザのパフォーマ
ンスを考慮するときにかなり正確に決定される。このような組み合わせを実行する有効な
方法は、ユーザのパフォーマンスから実際の曲線を生成し、この曲線を前に既に生成され
た曲線と平均するようになっている。同じ処理がユーザの疲労曲線に対して適用されるこ
とが可能である。このように、テンポの予測は、ユーザが完了した各々の新しいエクササ
イズを用いて、益々適切になっていく。
【００７６】
　各々の個人のエクササイズのために多かれ少なかれ適切な分布を生成すると、全てのそ
れらの曲線は、全体のトレーニングプログラムについての１つの全体的な分布にまとめら
れる。エクササイズの相対的な重みを考慮することができる。この重みは、全体のトレー
ニングプログラムの長さに対してエクササイズの持続時間を調べることにより決定される
。生じる問題点の１つは、一部のエクササイズの持続時間が、時間の代わりにキロメート
ル又は目標の心拍数で表されている可能性があることである。距離持続時間のエクササイ
ズについては、距離は、ユーザの疲労曲線を考慮して、平均ランニング速度と乗算される
ことが可能である。目標の心拍数については、ユーザの疲労極性がまた、考慮されること
が可能である。
【００７７】
　全体的な分布が全体のトレーニングプログラムについて評価されるとき、この分布は、
音楽（プレーヤ）のメモリにおいて有効な全再生時間に対してマッピングされることが可
能である。好適には、全再生時間は、メモリにおけるスペースの量及び個々の楽曲につい
ての平均圧縮レベルに依存する。このグラフの適合化は、楽曲が準備段階１において満足
する必要がある制約の１つにおいてなされる。
【００７８】
　ユーザインターフェース
　システムの実施形態においては、システムは、ユーザが、トレーニングプログラムにお
けるエクササイズの停止、スキップ、一時停止又は再開すること、再生リストにおける楽
曲の現時点での再生、及び音楽再生モードを可能にする。音楽プレーヤ自体は、個々のエ
クササイズについて予め選択された音楽のみを再生することにより、そして、予め規定さ
れたパフォーマンスレベルを達成するように要する時間又はエクササイズの持続時間を考
慮することにより、完全にトレーニングプログラムに対して保たれる。音楽再生のユーザ
制御は、インタラクティブ制御へのアクセスを与えるユーザインタラクティブシステムを
有する本発明により達成される。
【００７９】
　そのシステムは、最初のエクササイズのために予め選択された音楽を再生することによ
り始動する。エクササイズの種類が、音声合成及び／又はテキスト／表示キューによりユ
ーザに伝達される。また、楽曲情報が、例えば、表示／音声合成によりユーザに伝達され
る。エクササイズは、所定の固定された持続時間を有することが可能であり、又は可変持
続時間を有することが可能である。後者の場合、エクササイズは、ユーザのパフォーマン
スの所定のレベルが達成されるまで、又はユーザのパフォーマンスの所定レベルが保たれ
る必要がある限り、そのエクササイズは延長される。
【００８０】
　エクササイズを行い、音楽を聴いているときに、ユーザは、例えば、道路を横断する又
は通行人と話をするような他のタスクについて全注意を必要とする場合、その音楽の再生
及びエクササイズを一時停止することができる。その音楽及びエクササイズは、後に再開
されることが可能である。エクササイズがパフォーマンスの特定のレベルに達する又はそ
れを保つように対応する場合、再開は、エクササイズを再び開始することを意味すること
が可能である。ユーザは、表示により及び／又は音声合成により、エクササイズの開始に
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ついて情報を受け取る。
【００８１】
　特定の楽曲の再生が嫌いな場合、ユーザは、現時点で再生されている楽曲をスキップす
ることができる。その場合、次の予め選択されている楽曲が再生される。この新しい楽曲
の選択は再生モードに依存することが可能である。新しい楽曲についての情報はユーザに
伝達される。スキップされている楽曲は、好みの楽曲が見つかるまで、繰り返して再生さ
れることが可能である。新しい楽曲の選択は循環的であり、ユーザがエラーを回復するこ
と、及びエクササイズのために予め選択された楽曲全てを通しての全ナビゲーションを可
能にする。
【００８２】
　ユーザは、エクササイズが終了するときの情報を与えられる。エクササイズの終了は、
所定の持続時間が終わる、若しくはユーザが特定のパフォーマンスのレベルに成功裏に到
達した又はそのレベルを維持していることを意味する。この情報は、聴覚合図、振動合図
、テキスト／表示合図又はＬＥＤ光合図により、若しくは音楽再生の特性を変える（例え
ば、遅くする、穏やかにする）ことにより伝達されることが可能である。その場合、ユー
ザは、現エクササイズをスキップすることにより次のエクササイズに進むことを決定する
。ユーザはまた、現エクササイズを続けることを決定することが可能であり、短期間の後
に、装置は、現エクササイズを再開する。常に、ユーザは、まるでエクササイズが尚も終
了していないかのように、現エクササイズをスキップするように決定することができる。
次のエクササイズに移ることは循環的である。エクササイズがトレーニングプログラムに
おける最後のエクササイズになった場合、次のエクササイズはそのプログラムの最初のエ
クササイズである。このような循環の性質は、ユーザによるエラーの回復及び全ナビゲー
ションを可能にする。システムの他の実施形態は、上記の特徴の一部のみを有することが
可能である。
【００８３】
　本発明の電子装置２１は電子回路２３を有し、これについては図３を参照されたい。電
子回路２３は、人間の前身体的活動中に収集されたフィードバックに依存してコンテンツ
アイテムの収集からコンテンツアイテムの副集合を選択するように動作し、副集合は、前
身体的活動に関する情報を有するフィードバック及びコンテンツアイテムの収集より小さ
い。電子装置２１は固定式又は可搬式であることが可能である。電子装置２１は、例えば
、人間が身体的活動を実行しているときにコンテンツを再生するためのコンテンツ再生装
置、例えば、可搬型音楽プレーヤ、又はコンテンツ再生装置で用いるメモリに又はコンテ
ンツ再生装置にコンテンツアイテムを転送するための装置であることが可能である。電子
装置２１は、コンテンツアイテムの副集合を受信するための入力部２５、例えば、ＵＳＢ
ポート又はネットワーク接続を有することが可能である。電子装置２１は、コンテンツ再
生装置で用いるメモリに又はコンテンツ再生装置にコンテンツアイテムの副集合を送信す
るために、出力部２５、例えば、ＵＳＢポート又はネットワーク接続を有することが可能
である。電子装置２１は、（固定式の又は取り外し可能な）記憶手段３１、例えば、ハー
ドディスク、固体メモリ及び／又は光ディスクリーダを有することが可能である。記憶手
段３１は、例えば、コンテンツアイテムの収集、コンテンツアイテムの副集合及び／又は
収集されたフィードバックを記憶する。電子装置２１は、コンテンツアイテムの副集合を
再生するために、再生手段２９、例えば、スピーカ、触覚フィードバックジェネレータ、
ディスプレイ又はランプを有することが可能である。ソフトウェアは、電子回路２３が本
発明の方法を実行するように動作するように用いられることが可能である。
【００８４】
　本発明について、好適な実施形態に関連付けて上で説明しているが、上で概要を説明し
た原理の範囲内の修正が可能であることは当業者には明らかであり、それ故、本発明は、
それらの好適な実施形態に限定されるものではないが、そのような修正を包含するように
意図されている。本発明は、各々の及び全ての新規な特徴的な特性並びに各々の及び全て
の特徴的な特性の組み合わせに属する。表現“を有する”及びその表現の派生表現を用い
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ることは、請求項に記載されていうる要素以外の要素の存在を排除するものではない。要
素の単数表現を用いることは、そのような要素の複数の存在を排除するものではない。
【００８５】
　当業者には理解できるように、‘手段’は、特定の機能を実行するように、その機能を
単独である又は他の機能と結び付られているように、分離して又は他の要素と協働してい
るようにデザインされている又は動作するように実行される何れのハードウェア（個別の
又は一体的な回路又は電子要素）並びにソフトウェア（プログラム又はプログラムの一部
）を有することを意味する。本発明は、幾つかの別個の要素を有するハードウェアにより
、及び適切にプログラム可能なコンピュータにより実施されることが可能である。‘ソフ
トウェア’は、インターネット等のネットワークを介してダウンロード可能であり、何れ
の他の方法で市場性のある、コンピュータ読み出し可能媒体、例えば、フロッピー（登録
商標）ディスクに記憶されている何れのソフトウェアを意味するとして理解されるもので
ある。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明の方法の実施形態で用いられるトレーニングスキームの実施例を示す図で
ある。
【図２】本発明の方法の実施形態のフローチャートを示す図である。
【図３】本発明の電子装置のブロック図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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